
 

 

比べず、思い出さず 

 

１０月は、運動会をはじめとして、Ｂ組さんの芋掘り芋汁会、Ａ組さんのすず虫の会と、

おじいちゃん、おばあちゃんに保育園に来ていただいたり、子ども達と一緒に過ごしてい

ただく機会が多くありました。  

その度に、祖父母の方は、どなたも何て優しいまなざしでお孫さんを見て下さるのだろ

うと、そのお姿に見とれてしまいました。ご自分のお孫さんだけでなく、よそのお子さん

をも、優しく包むように見て下さっていました。このおじいちゃん、おばあちゃんに優し

く包まれて、おかげで、子ども達はすくすくと育ってきたのでしょうね。  

さて、どうして、おじいちゃん、おばあちゃんという人達は、こんな表情でお孫さんを

見つめることができるのでしょう？  

きっと、「お孫さんがいること」それだけで嬉しい、それだけで幸せということなのだろ

うと思います。少し太っていても、鼻が低くても、何かができなくても、「いてくれる」そ

れだけで嬉しいものなのです。  

運動会で、空組さんがちょっと足をあげた、手を動かした、それだけで何だか涙が出て

しまうのが祖父母です。怒っていても、泣いていても、何をしていてもかわいくて、全て

が許せる・・・こんな存在は、祖父母以外には、きっといないでしょう。  

でも、父母が祖父母と同じようになっては困るかもしれません。父母というのは、「どう

したらもっと賢くなるだろう？どうしたら言うことを素直に聞いてくれるだろう？どうし

たら好き嫌いなく何でも食べて、丈夫な子に育ってくれるだろう？」と、悩みながら考え

て、必死で子育てに頑張っています。ですから、我が子を見る目がどうしても厳しくなり

がちです。そして、欠けているところ、足りないところばかり探しがちになります。こん

な厳しいまなざしも、子育てには必要かも知れません。  

でも、心の奥底に、「あなたがいてくれるだけで、本当は嬉しいんだよ。何かができても、

できなくても・・・」という思いを持って子育てをしていれば、子どもは最終的には追い

詰められずにすむのではないでしょうか？「もっともっと、もう少しがんばれ・・・」と

願いつつも、一方では現実そのものの我が子を「それでよし」と受け止め、ないものねだ

りをしないこと、いてくれることに感謝し、感謝できることを数えられる、という生き方

もいいものだと思います。  

周りと比べない、前に子どもがした悪いことを思い出さない＝今のことだけを注意する

（いろいろ前のことをくどくどと、ああだ、こうだと言って「だからお前はダメなんだ」

とダメ押しをするのはあまり良くありませんね）こんな広い心を持ちたいものです。  

おじいちゃん、おばあちゃんのまなざしから、そんなことを思った秋のひと時でした。 


